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会
報
「
楔
」
一
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〇
号
記
念
発
行

に
あ
た
り
～
創
刊
号
か
ら
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〇
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発
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ま
で
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歩
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イ
ベ
ン
ト
報
告･

･･
･
･･･

･
････

･
 

４ 


 

建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
「
大
震
災
で
学

ぶ
こ
と
、
思
う
こ
と
」･

･
･
･･･

･
 

４ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ･

･･･
･
･

６ 

 
 Ｎ

Ｐ
Ｏ
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
欠
陥
住

宅
に
悩
む
多
く
の
人
々
の
声
を
力
に
し

て
、
ち
ょ
う
ど
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
節
目

に
誕
生
し
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
五
日
東

京
都
知
事
よ
り
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
創
刊
号
は
二
〇
〇
一
年
一
月
二
五
日

に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
の
定
款
、
今
後
の
活
動

方
針
・
役
割
、
設
立
趣
旨
書
、
各
役
員
や

会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
会
員
だ
よ
り
、
事

務
局
だ
よ
り
、
会
の
紹
介
等
々
で
構
成
さ

れ
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
四
〇
ペ
ー
ジ
以

上
に
お
よ
ぶ
も
の
で
、
今
改
め
て
読
み
返

し
て
み
る
と
初
心
に
返
っ
た
様
な
気
が

し
ま
す
。
そ
の
後
二
〇
〇
一
年
度
は
第
２

号
～
第
６
号
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の

分
析
と
反
省
を
踏
ま
え
、
当
時
の
会
報
部

会
よ
り
次
の
発
行
方
針
が
掲
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

① 

会
の
活
動
が
内
・
外
か
ら
見
え
る

よ
う
に
す
る 

② 

会
員
同
士
の
顔
が
見
え
る
関
係

を
つ
く
る 

③ 

会
員
の
役
に
立
つ
情
報
を
提
供

す
る 

そ
し
て
、
会
員
以
外
の
各
関
係
者
・
団
体

へ
の
配
布
を
前
提
と
し
た
編
集
に
心
が

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

二
〇
〇
二
年
度
は
第
７
号
～
第
１６
号

が
発
行
さ
れ
、
連
載
「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
横

顔
」
や
特
集
「
リ
フ
ォ
ー
ム
が
狙
わ
れ
て

い
る
」
等
、
掲
載
記
事
の
工
夫
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
当
該
年
度
に
は
次
の

よ
う
な
事
項
を
開
始
し
ま
し
た
。 

① 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド 

② 

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
者
へ

の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド 

③ 
首
都
圏
を
中
心
と
し
た
行
政
機

関
等
へ
の
配
布 

④ 

担
当
理
事
に
よ
る
立
案
・
原
稿
執

筆
依
頼 

 

二
〇
〇
三
年
度
に
は
第
１７
号
～
第
２４

号
が
発
行
さ
れ
、
主
な
記
事
と
し
て
は
、

連
載
「
欠
陥
住
宅
問
題
の
解
決
法
」
や
「
建

築
紛
争
判
例
紹
介
」、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
維

持
管
理
」
、
連
載
「
建
築
行
政
の
現
場
か

ら
」
等
多
彩
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
投

稿
記
事
四
件
の
掲
載
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
度
は
担
当
理
事
三
人
の
輪
番
制

に
よ
る
編
集
が
実
施
さ
れ
、
記
事
内
容
の

充
実
を
図
り
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
四
年
度
は
第
２５
号
～
第
３２
号

ま
で
の
年
八
回
の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

特
集
「
新
潟
県
中
越
地
震
現
地
取
材
報

告
」
は
、
今
で
も
記
憶
に
残
る
記
事
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
輪
番
制
に

よ
る
編
集
も
四
人
と
な
り
、
幅
広
い
記
事

内
容
と
各
配
布
先
の
拡
充
を
目
指
し
ま

し
た
。
会
の
活
動
に
試
行
錯
誤
す
る
中
で
、

会
報
の
編
集
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
五
年
度
は
第
３３
号
～
第
３９
号

ま
で
の
年
七
回
の
発
行
に
留
ま
り
ま
し

た
。
主
な
記
事
と
し
て
は
、
連
載
特
集
と

し
て
「
阪
神
大
震
災
か
ら
１０
年
を
振
り
返

っ
て
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ラ
ム
「
も

う
一
つ
の
欠
陥
住
宅
」
や
法
律
講
座
「
悪

質
リ
フ
ォ
ー
ム
の
対
処
法
」
そ
し
て
今
も

記
憶
に
新
し
い
事
件
、
緊
急
特
別
レ
ポ
ー

ト
「
耐
震
強
度
偽
装
問
題
」
「
姉
歯
事
件
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（
耐
震
強
度
偽
装
問
題
）
の
そ
の
後
」
が

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
「
建
築
契
約

の
注
意
点
」
等
も
紹
介
さ
れ
た
の
が
、
こ

の
年
で
し
た
。 

 

二
〇
〇
六
年
度
に
お
い
て
は
第
４０
号

～
第
４７
号
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
連
載
特

集
「
阪
神
大
震
災
か
ら
１０
年
を
振
り
返
っ

て
」
が
第
４３
号
で
終
了
し
、
引
き
続
き
第

４５
号
よ
り
新
連
載
「
建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く

欠
陥
住
宅
５９
の
手
口
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
企
画
と
し
て
「
構
造
コ
ラ
ム
」

が
第
４０
号
よ
り
始
ま
り
、
こ
の
年
は
六
回

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
特
別
レ
ポ

ー
ト
「
姉
歯
事
件
（
構
造
計
算
書
偽
装
問

題
）
の
そ
の
後
」
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
七
年
度
は
第
４８
号
～
第
５９
号

ま
で
の
年
１２
回
の
発
行
を
行
い
、
目
標
で

あ
っ
た
毎
月
一
回
の
発
行
を
達
成
し
ま

し
た
。
第
４８
号
の
「
能
登
半
島
地
震
か
ら

学
ぶ
こ
と
」
、「
被
害
者
の
心
を
欠
陥
調
査

の
原
点
に
」
か
ら
始
ま
り
、
第
４９
号
か
ら

は
「
設
備
コ
ラ
ム
」
も
掲
載
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。
主
な
記
事
と
し
て
、
特
別
レ
ポ

ー
ト
「
不
法
行
為
成
立
の
要
件
」
、「
建
築

Ｇ
メ
ン
の
会
と
建
築
事
件
の
動
き
」
、「
法

改
正
の
余
波
」
や
展
示
会
レ
ポ
ー
ト
「
住

宅
業
界
を
取
り
巻
く
新
技
術
」
等
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
八
年
度
に
お
い
て
も
毎
月
一

回
の
発
行
が
継
続
達
成
さ
れ
、
第
６０
号
～

第
７１
号
ま
で
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
該

年
度
の
輪
番
制
に
よ
る
編
集
担
当
者
は

七
人
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
主
た
る
記

事
は
「
欠
陥
建
築
の
原
因
究
明
と
対
策
を

討
議
し
よ
う
」
、
特
集
「
新
し
い
建
築
士

制
度
」
、「
不
動
産
取
引
の
現
場
か
ら
」
等

の
他
、
事
件
レ
ポ
ー
ト
や
調
査
事
例
報
告
、

建
築
Ｇ
メ
ン
か
ら
の
提
言
、
建
築
Ｇ
メ
ン

だ
よ
り
等
が
掲
載
さ
れ
、
連
載
「
建
築
Ｇ

メ
ン
が
暴
く
欠
陥
住
宅
５９
の
手
口
」
は
第

７１
号
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
当
時
の
会

報
配
布
先
は
各
行
政
機
関
８３
箇
所
、
一
般

消
費
者
等
２８
名
と
な
っ
て
お
り
、
把
握
で

き
て
い
る
数
だ
け
で
も
以
前
と
比
較
し

て
か
な
り
拡
大
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。 

 

二
〇
〇
九
年
度
も
第
７２
号
～
第
８３
号

ま
で
の
年
一
二
回
の
発
行
を
七
人
の
編

集
担
当
者
で
行
い
ま
し
た
。
長
期
連
載
記

事
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
「
設

備
コ
ラ
ム
」「
構
造
コ
ラ
ム
」
を
は
じ
め
、 

 

①
建
築
Ｇ
メ
ン
レ
ポ
ー
ト
「
ハ
ウ
ス
メ

ー
カ
ー
の
住
宅
を
検
査
・
調
査
し

て
」
、「
軸
組
工
法
と
構
造
材
」、「
第

三
者
検
査
の
仕
事
を
通
し
て
」 

②
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
「
住
ま
い
の
ト

ラ
ブ
ル
と
換
気
」、「
大
丈
夫
で
す
！

は
本
当
に
大
丈
夫
か
？
」、「
欠
陥
住

宅
は
何
故
無
く
な
ら
な
い
の
か
」 

③
建
築
Ｇ
メ
ン
事
例
報
告
「
外
壁
が
通

気
構
法
で
施
工
さ
れ
て
い
な
い
！
」
、

「
建
築
士
の
犯
罪
」 

そ
の
他
会
員
だ
よ
り
、
会
員
レ
ポ
ー
ト
、

読
者
投
稿
等
多
彩
な
記
事
で
カ
バ
ー
し

ま
し
た
。 

 

二
〇
一
〇
年
度
も
引
き
続
き
八
人
の

編
集
体
制
で
、
第
８４
号
～
第
９５
号
ま
で

の
毎
月
一
回
の
着
実
発
行
を
行
い
ま
し

た
。
今
年
度
か
ら
「
構
造
コ
ラ
ム
」
「
設

備
コ
ラ
ム
」
に
加
え
、「
法
律
コ
ラ
ム
（
コ

ー
ト
の
風
）
」
を
新
設
し
、
年
三
回
の
掲

載
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
継
続
し
て
、 

 

①
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
「
基
礎
工
事
は 

や
り
直
し
が
き
か
な
い
」、「
無
知
な

建
築
士
に
ご
用
心
」
、
「
第
三
者
検

査
」、「
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害
者
の
家
庭

か
ら
見
え
て
き
た
も
の
」、「
自
ら
誘

発
す
る
欠
陥
住
宅
」、「
～
設
備
コ
メ

ン
タ
リ
ー
～
遺
憾
千
万
」、「
地
方
か

ら
の
報
告
」、「
平
成
一
二
年
の
木
造

住
宅
」、「
い
ま
、
我
々
に
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
」、「
間
違
い
だ
ら
け
の

施
工
図
」 

②
会
員
投
稿
「
改
正
建
築
士
法
と
建
築

士
会
に
つ
い
て
」、「（
フ
リ
ー
タ
ー
、

家
を
買
う
。）
に
つ
い
て
」 

③
読
者
投
稿
「
私
の
家
の
内
覧
代
行
の

状
況
」 

そ
し
て
緊
急
記
事
「
東
北
関
東
大
震
災
見

舞
い
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
一
年
度
は
第
９６
号
か
ら
始
ま

り
、
今
回
の
第
１００
号
発
行
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
早
く
も
「
法
律
コ
ラ
ム

（
コ
ー
ト
の
風
）
」
は
今
年
度
に
入
り
二

回
掲
載
さ
れ
、
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
に
関

し
て
は
、
「
震
災
に
よ
る
建
築
資
材
の
動

向
」、「
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み
建
物
が
被
っ
た

地
震
被
害
」、「
東
日
本
大
震
災
と
木
造
住

宅
」
と
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
た

も
の
が
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
時
点
に
お
け
る
会
報
配
布
先

は
、
行
政
機
関
等
１６９
件
、
相
談
者
そ
の
他

５０
件
、
配
布
総
数
２１９
件
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
保
有
す
る
当
会
の
活
動
を

記
念
し
て
、
一
〇
周
年
記
念
事
業
部
会
を

立
ち
上
げ
、
現
在
も
欠
陥
事
例
を
ま
と
め

て
お
り
、
会
報
「
楔
」
の
「
汗
」
と
共
に

一
つ
の
会
の
「
結
晶
」
を
生
み
出
す
べ
く
、

活
動
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
ま
す
。
会
報

第
１００
号
の
発
行
は
一
つ
の
通
過
点
に
過
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二
〇
一
一
年
度 

 

第
一
回
研
修
会
報
告 

 
 

 
 

文
責 

理
事 

松
下 

峻
夫 

ぎ
ず
、
野
球
選
手
の
第
１００
号
ホ
ー
ム
ラ
ン

あ
る
い
は
１００
勝
投
手
の
よ
う
な
も
の
で
、

次
回
の
第
１０１
号
か
ら
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
粛
々
と
増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
今
ま
で
も
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
編
集
担
当

者
・
事
務
局
を
は
じ
め
、
投
稿
や
原
稿
を

お
寄
せ
頂
い
た
数
々
の
方
々
、
各
会
員
・

一
般
の
消
費
者
・
読
者
等
の
支
援
、
協
力
、

理
解
等
が
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
期
に

当
会
の
設
立
趣
旨
を
再
認
識
し
、
情
報
発

信
基
地
と
し
て
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
の
履

歴
書
と
し
て
、
会
報
「
楔
」
が
更
に
充
実

し
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と

共
に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

      
 
 

 

  

去
る
七
月
三
〇
日
（
土
）
、
品
川
区
立

総
合
区
民
会
館
（
き
ゅ
り
あ
ん
）
五
階
２

号
講
習
室
で
平
成
二
三
年
度
第
一
回
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
会
は
三
部
構
成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
は
、
石
岡
副
理
事
長
の
「
木
造

住
宅
欠
陥
事
例
報
告
」
に
基
づ
い
て
の
討

議
に
よ
る
研
修
、
第
二
部
は
大
川
理
事
長

の
「
木
造
住
宅
基
礎
調
査
方
法
」
に
つ
い

て
の
講
義
と
中
山
事
務
局
長
の
調
査
機

器
実
演
、
第
三
部
は
山
本
顧
問
に
よ
る

「
法
令
基
準
の
な
い
欠
陥
判
断
規
準
」
に

つ
い
て
、
質
疑
解
答
形
式
で
の
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
会
は
、
講
義
課
題
に
対
す

る
討
議
形
式
の
研
修
会
で
、
参
加
さ
れ
た

方
々
か
ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
て
議

論
す
る
と
い
う
有
意
義
な
研
修
会
で
し

た
。 

▽
第
一
部 

『
木
造
住
宅
欠
陥
事
例
報
告
』
と
討
議 

 
 
 

講
師 

石
岡 

善
正 

 
 

（
当
会
副
理
事
長
、
一
級
建
築
士
） 

   

石
岡
講
師
か
ら
五
例
の
欠
陥
事
例
に

つ
い
て
検
査
写
真
に
よ
る
詳
し
い
説
明

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例

に
つ
い
て
の
資
料
の[

瑕
疵
の
特
徴]

と

[

そ
の
解
説]

欄
は
空
欄
で
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
石
岡
講
師
の
説
明
に
対
し
て
各
事
例

ご
と
に
、
ど
こ
に
瑕
疵
が
有
り
そ
の
根
拠

は
何
か
等
に
つ
い
て
参
加
者
か
ら
意
見

を
徴
収
し
て
討
議
す
る
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
事
例
報
告
の
項
目
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

 

第
一
事
例
・
基
礎(

ベ
タ
基
礎)

の
鉄
筋 

 
 

 

か
ぶ
り
厚
さ
不
足 

第
二
事
例
・
基
礎(

ベ
タ
基
礎)

の
鉄
筋 

か
ぶ
り
厚
さ
不
足
と
ベ

タ
基
礎
の
断
面
不
足 

第
三
事
例
・
基
礎(

布
基
礎)

の
寸
法
不 

 

足
と
芯
ず
れ 

第
四
事
例
・
基
礎(

布
基
礎)

の
割
栗
地 

業
と
底
盤(

フ
ー
チ
ン 

グ)

の
断
面
不
足 

 
第
五
事
例
・
土
台
の
欠
損
と
敷
き
込 

み
精
度 

 
 
 
 
 

 

▽
第
二
部 

『
木
造
住
宅
基
礎
調
査
方
法
』
と 

Ｒ
Ｃ
レ
ー
ダ
実
演 

講
師 

大
川 

照
夫 

 

（
当
会
理
事
長
、
一
級
建
築
士
） 

     

 

実
演
講
師 

中
山 

良
夫 

 

（
当
会
事
務
局
長
、
一
級
建
築
士
） 

     

 

当
会
で
調
査
方
法
に
関
す
る
研
修
は

度
々
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

特
に
木
造
基
礎
調
査
に
対
す
る
調
査
要

領
の
講
義
と
あ
わ
せ
て
鉄
筋
探
査
機
器

Ｒ
Ｃ
レ
ー
ダ
の
実
演
・
解
説
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
、

実
演
は
時
間
延
長
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

基
礎
調
査
の
講
義
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

  

①
基
礎
形
式
、
仕
様
の
確
認 

 

②
断
面
形
状
調
査 
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～
イ
ベ
ン
ト
報
告
～ 

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市 

消
費
生
活
講
座 

 

文
責 

常
任
理
事 

髙
木 

幸
一 

 

③
変
形
、
施
工
不
良
そ
の
他
仕
上
が 

り
状
況
の
確
認
、
記
録 

 

④
レ
ベ
ル
測
定 

⑤
鉄
筋
探
査 

⑥
コ
ン
ク
リ
ー
ト
強
度
調
査 

           ▽
第
三
部 

『
法
令
基
準
の
な
い
欠
陥
の
判
断
規
準
』 

講
師 

山
本 

孝 
 

（
当
会
顧
問
、
弁
護
士
） 

講
師
の
山
本
弁
護
士
か
ら
建
築
基
準

法
と
建
築
基
準
法
施
行
令
の
目
次
表
の

み
が
参
加
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
う
え
で
、
Ｑ
一
か
ら
Ｑ
七
の
質
問
状

が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。 

欠
陥
に
対
す
る
法
の
解
釈
や
判
断
規

準
に
対
し
て
の
会
員
へ
の
出
題
に
よ
る

討
議
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
律
以

外
で
我
々
建
築
Ｇ
メ
ン
と
し
て
の
判
断

規
準
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
勉
強

さ
せ
ら
れ
る
興
味
深
い
検
討
式
研
修
会

で
し
た
。 

 

研
修
会
参
に
加
で
き
な
か
っ
た
会
員

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、資
料
を
取
り
寄
せ

て
是
非
設
問
に
取
り
組
ん
で
み
て
下
さ

い
。 

 

  

七
月
九
日
（
土
）
一
〇
時
か
ら
、
鹿
児

島
県
薩
摩
川
内
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

主
催
の
消
費
生
活
講
座
が
実
施
さ
れ
、
建

築
Ｇ
メ
ン
の
髙
木
幸
一
が
、
『
リ
フ
ォ
ー

ム
ト
ラ
ブ
ル
に
気
を
つ
け
て
（
プ
ロ
が
教

え
る
住
宅
・
設
備
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
）』
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
約
三
〇
名
の
参
加
者
で
、
熱

心
に
聴
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

の
内
容
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
実
施
す

る
場
合
の
、
業
者
の
選
定
か
ら
、
計
画
、

工
事
、
完
成
ま
で
、
各
状
況
に
応
じ
た
注

意
点
を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。
次
に
悪

質
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
の
営
業
か
ら
、
工
事
、

完
成
ま
で
の
典
型
的
な
手
口
と
、
悪
質
リ

フ
ォ
ー
ム
の
被
害
防
止
策
を
説
明
し
ま

し
た
。
最
後
に
、
東
京
・
愛
知
・
千
葉
・

福
岡
で
建
築
Ｇ
メ
ン
が
調
査
し
た
、
悪
質

リ
フ
ォ
ー
ム
の
実
例
を
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
て
紹

介
し
、
工
事
内
容
の
不
適
切
さ
を
説
明
し

ま
し
た
。 

           

質
疑
応
答
で
は
、
自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

の
適
正
に
つ
い
て
の
質
問
や
、
実
際
に
悪

質
業
者
と
思
わ
れ
る
手
口
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
今
後
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
離
島
に
お
け
る
専
門
業
者
の
不
足

も
深
刻
で
、
割
高
な
工
事
費
、
選
択
の
余

地
が
な
い
な
ど
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。 

以
上 

     

       

決
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
三

月
十
一
日
、
誰
も
が
は
じ
め
て
体
験
し

た
未
曾
有
の
大
地
震
、
そ
し
て
福
島
第

一
原
発
の
事
故
。
地
震
、
津
波
、
原
発
、 

風
評
の
四
大
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し

た
。 

 

〔
過
去
の
国
内
で
の
大
地
震
と
津
波
被

害
〕
参
考
資
料
：
ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ
ｉ

ａ 

 

明
治
時
代
の
三
陸
地
震
で
は
津
波
の

高
さ
が
三
八
．
二
メ
ー
ト
ル(

大
船
渡
市)

《
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
》 

「
大
震
災
で
学
ぶ
こ
と
、 

思
う
こ
と
」 

 

文
責 

理
事 

建
築
Ｇ
メ
ン 

 
 
 
  
 
 

千
葉
県 

松
下 

峻
夫 

 

講演に熱心に耳を傾ける参加者の皆様 

会場の風景 
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で
死
者
、
不
明
者
二
万
二
千
人
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
約
二
千
年
前
よ 

り
明
治
時
代
ま
で
も
数
多
く
の
地
震
発 

                         

生
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
で
は
一
九
二
三
年(

大
正
一
二
年)

の

関
東
地
震
以
降
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

                         

上
表
の
「
過
去
の
地
震
と
津
波
」
の

履
歴
を
ま
と
め
て
い
て
非
常
に
強
く
感

じ
た
教
訓
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
我
々
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
の
創
設
者
で

初
代
理
事
長
の
中
村
幸
安
先
生
の
建
築

社
会
学
の
講
義
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

そ
れ
は
、
中
村
先
生
著
書
の
『
建
築
Ｇ

メ
ン
の
居
住
学
』
で
新
し
い
世
紀
で
の

住
居
学
と
し
て
安
全
な
場
所
、
安
全
な

住
ま
い
に
つ
い
て
【
世
直
し
と
し
て
の

住
ま
い
論
】
を
説
い
て
い
ま
す
。 

講
談
社
＋α

新
書
「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
居
住
学
」
二

〇
〇
一
年
一
月
二
〇
日
第
一
刷
発
行
・
講
談
社 

 

 

関
東
大
震
災
（
大
正
一
二
年
）
以
降

か
ら
本
日
ま
で
の
地
震
で
、
高
さ
が
五

メ
ー
ト
ル
以
上
の
津
波
は
八
回
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。
三
月
十
一
日
の
東
日
本

大
震
災
は
東
北
地
方
か
ら
千
葉
県
外
房

ま
で
の
太
平
洋
沿
岸
部
を
中
心
に
甚
大

な
津
波
被
害
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ

し
て
東
京
湾
岸
周
囲
と
近
郊
地
域
で
は

地
盤
液
状
化
に
よ
る
建
物
と
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
被
害
が
多
く
生
じ
た
こ
と
は
教

訓
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

日
本
列
島
に
は
、
至
る
と
こ
ろ
に
活

断
層
が
帯
を
引
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
断
層
地
域
は
地
震
が
い
つ
で
も

発
生
す
る
危
険
性
を
含
ん
で
い
る
と
い

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
「
地
震
国
に
っ
ぽ

ん
」
は
自
然
災
害
を
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
は
宿
命
と
認
知
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
昨
今
は
、
こ
の
活
断
層
の
上

に
高
速
道
路
や
住
宅
が
建
ち
さ
ら
に
電

車
も
走
っ
て
い
る
と
い
う
有
様
で
す
。 

 

こ
の
現
象
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
地
震

に
よ
る
建
物
の
崩
壊
は
も
と
よ
り
津
波

と
地
盤
の
液
状
化
に
よ
る
被
害
増
大
が

過
去
の
事
例
か
ら
感
じ
ら
れ
、
そ
の
危

険
予
知
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

先
人
達
は
、
特
に
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
先

住
民
族
は
危
険
な
地
域
に
は
住
ん
で
い

た
痕
跡
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

千
代
か
ら
の
自
然
の
危
険
・
災
害
に
対

す
る
苦
い
経
験
を
生
か
し
た
生
活
の
知

恵
を
築
い
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

先
人
達
の
よ
う
に
、
活
断
層
地
域
や
津

波
の
危
険
地
域
そ
し
て
地
盤
液
状
化
地

域
を
避
け
て
住
む
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

科
学
が
進
ん
だ
現
社
会
で
は
か
な
り
難

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
住
ま
い
作
り
に
お
い

て
は
地
名
や
古
い
地
図
で
地
盤
の
歴
史

を
調
べ
る
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
土

地
の
危
険
性
を
調
べ
る
、
そ
し
て
設
計

前
の
地
盤
調
査
は
不
可
欠
で
す
が
、
そ

発生年月日 地震名 M 死者・不明者 津波の状況 

1923(T12).09.01 

1933(S08).03.03 

1944(S19).12.07 

1946(S21).12.21 

1952(S27).03.04 

1964(S39).06.10 

1978(S53).06.12 

1983(S58).05.26 

1993(H05).07.12 

1994(H06).10.04 

1995(H07).01.17 

2000(H12).10.06 

2003(H15).05.26 

2003(H15).09.26 

2004(H16).10.23 

2005(H17).03.20 

2005(H17).08.16 

2007(H19).03.25 

2007(H19).07.16 

2011(H23).03.11 

 

関東大地震 

昭和三陸地震 

昭和東南海地震 

昭和南海地震 

十勝沖地震 

新潟地震 

宮城県沖地震 

日本海中部地震 

北海道南西沖地震 

北海道東方沖地震 

兵庫県南部地震 

鳥取西部地震 

宮城県沖地震 

十勝沖地震 

新潟県中越地震 

福岡県西方沖地震 

宮城沖地震 

能登半島地震 

新潟県中越沖地震 

東北地方太平洋地震 

(東日本大震災) 

7.9 

8.1 

6.0 

8.0 

8.2 

7.5 

7.4 

7.7 

7.8 

8.1 

7.2 

7.3 

7.0 

8.0 

6.8 

7.0 

7.2 

6.9 

6.8 

9.0 

142,807 人 

3,064 人 

1223 人 

1,330 人 

10,000 人 

26 人 

28 人 

104 人 

約 230 人 

0 人 

6,418 人 

0 人 

0 人 

48 人 

40 人 

1 人 

0 人 

1 人 

68 人 

16,893人超 

静岡県熱海で 12ｍ 

岩手県田老村で 23m 

遠州灘沿岸で 8m 

静岡から九州沿岸で 6m 

北海道豊頃町で 3m 

４m～6m 

仙台港で 0.3m 

青森県つがる市で 14.9m 

奥尻島で 16.8m 

東方沿岸で 0～1m 

(阪神淡路大震災) なし 

なし 

南三陸町で 0.4m 

北海道豊頃町で 2.55m 

なし 

なし 

南三陸町で 0.4m 

石川県で 0.2m 

柏崎市で 0.2～0.3m 

福島県相馬港で 9.3m 
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工
事
中
物
件
に
関
す
る
通
知
書
原
稿
・ 

 
訴
訟
用
調
査
報
告
書
等
の
作
成 

 

ご
依
頼
の
方
か
ら
の
ご
回
答 

れ
だ
け
で
は
津
波
や
地
盤
液
状
化
被
害

は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
現
行
で

木
造
住
宅
に
対
し
て
の
地
盤
液
状
化
に

対
す
る
法
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

三
月
十
一
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
の
津
波
は
日
本
各
地
に
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
各
地
の
防
潮
堤
の
高

さ
、
長
さ
、
形
状
は
様
々
で
す
が
、
被

害
の
程
度
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区
に
は
、
津

波
対
策
と
し
て
は
世
界
最
大
規
模
の
総

長
さ
二
四
三
三
メ
ー
ト
ル
、
海
抜
一
〇

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
「
万
里
の
長
城
」
と

呼
ば
れ
て
い
た
防
潮
堤
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
が
、
津
波
は
そ
れ
を
破
壊
し
町

は
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
の
チ
リ
地
震
の
津
波
（
日

本
で
は
太
平
洋
沿
岸
で
一
四
二
人
の
犠

牲
者
が
出
た
遠
隔
地
津
波
で
し
た
）
で

は
、
役
割
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
地
震
で
の
犠
牲
者
の

中
に
は
、
防
潮
堤
に
対
す
る
過
信
の
為

に
逃
げ
遅
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
岩
手
県
釜
石
市
の
総
工
費
一

二
〇
〇
億
円
か
け
た
最
大
規
模
の
湾
口

の
海
中
に
設
置
さ
れ
た
防
波
堤
の
内
側

に
設
け
た
海
岸
の
高
さ
四
．
〇
メ
ー
ト

ル
の
防
潮
堤
は
破
壊
さ
れ
て
津
波
が
市

街
地
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
津
波
の
程

度
は
場
所
・
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
程
度

が
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
白

で
す
。
大
な
り
小
な
り
防
潮
堤
は
津
波

の
高
さ
や
強
さ
を
低
減
さ
せ
て
い
る
こ

と
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
適
材
適
所
と

い
う
点
に
お
い
て
は
現
状
の
日
本
の
防

潮
堤
対
策
は
無
防
備
に
近
い
状
態
だ
と

思
い
ま
す
。 

こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
国

民
一
人
一
人
が
こ
の
現
実
を
絶
対
に
忘

れ
ず
に
教
訓
と
し
て
、
自
己
責
任
と
助

け
合
い
の
精
神
を
改
心
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。 

行
政
側
に
は
、
建
築
基
準
法
の
目
的

と
す
る
【
国
民
の
生
命
、
健
康
及
び
財

産
の
保
護
を
図
る
】
と
い
う
趣
旨
を
全

う
す
る
よ
う
に
、
政
治
が
責
任
を
持
っ

て
正
し
い
規
制
改
革
す
る
こ
と
を
願
っ

て
止
み
ま
せ
ん
。 

   
 

 
 

 □
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内 

11
年
度
第
２
回
研
修
会
の
ご
案
内 

▽
日
時 

11
年
10
月
1
日
（
土
） 

 

 
 
 
 
 

13
時
00
分
～
16
時
15
分 

▽
場
所 

品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

（
き
ゅ
り
あ
ん
）
５
階
第
２
講
習
室 

▽
交
通 

JR
／
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

▽
講
演
内
容 

一
時
限
目
：
13
時
00
分
～
14
時
30
分 

「
建
築
瑕
疵
概
念
に
つ
い
て
」 

「
実
践
建
築
Ｇ
メ
ン
の
業
務
」 

 
 
 

講
師
：
大
川
照
夫
（
当
会
理
事
長
） 

二
時
限
目
：
14
時
45
分
～
16
時
15
分 

「
建
築
Ｇ
メ
ン
の
た
め
の
法
律
知
識
」 

 
 

講
師
：
山
本
孝
（
当
会
顧
問
） 

▽
参
加
費 

会
員
四
千
円
・
非
会
員
五
千 

 

円 

▽
主
催
・
問
合
せ 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会 

℡
（
０
４
２
・
３
１
１
・
４
１
１
０
） 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
ご
依

頼
い
た
だ
い
た
方
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
回
答
を

頂
い
た
中
か
ら
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

  

 

 

こ
の
度
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
助
か
り
ま
し

た
。
先
生
方
の
ご
援
助
が
な
け
れ
ば
解
決

出
来
な
か
っ
た
と
思
う
と
何
と
御
礼
を

申
し
上
げ
て
良
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

（
千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
） 

 

～～
編編
集集
後後
記記
～～ 

お
か
げ
さ
ま
で
、
会
報
「
楔
」
の
第
一

〇
〇
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
〇
一
年
一
月
二
五
日
に
創
刊
号

を
発
行
し
て
か
ら
一
〇
年
目
と
な
り
ま

す
。
「
楔
」
へ
の
原
稿
寄
稿
を
い
た
だ
い

た
方
、
そ
し
て
ご
愛
読
者
の
方
々
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
発
行
が
続
け
ら
れ
ま
す

よ
う
に
関
係
者
一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
皆
様
方
の
ご
協
力
を
是
非
と
も

お
願
い
致
し
ま
す
。 

平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
の
時

も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
日
本
大
震

災
の
悲
惨
な
現
実
を
決
し
て
置
き
去
り

に
は
で
き
ま
せ
ん
。
天
災
や
人
災
等
の
危

険
予
知
の
為
に
も
、
会
報
「
楔
」
で
建
築

Ｇ
メ
ン
の
会
と
し
て
の
情
報
発
信
を
続

け
て
参
り
ま
す
。
（
Ｔ
・
Ｍ
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事事
務務
局局
かか
らら
のの
おお
知知
らら
せせ  

 


